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1.研究背景
EC サイトの商品レビューには，商品に対するさま
ざまな観点についての評価がレビューという形で書き
込まれ，それらのテキストデータから評価情報の抽出，
評価情報から各商品のスコアリングや商品比較などの
研究が行われている [1, 2]．本研究では,商品レビュー
からの評価項目の抽出のため，商品カテゴリとそのカ
テゴリ階層に着目して評価属性を抽出し，カテゴリの
粒度を変えることによる上位カテゴリと下位カテゴリ
の評価属性の違いについて考察する．
2.評価項目候補の獲得
2.1.提案手法の目的
本稿では，商品レビューの評価情報抽出について，商
品カテゴリとそのカテゴリ階層に着目し，商品比較の
ための各商品カテゴリの評価項目となりうる評価属性
の考察を行う．同一カテゴリ，上下カテゴリで抽出さ
れた評価属性を比較することで，あるカテゴリでの評
価属性が，評価項目として適切であるかを検討できる
ことが期待できる．
2.2.商品カテゴリ階層
本研究では，楽天グループ株式会社の公開データセッ
トである楽天市場の商品レビューデータ [3]を使用する．
それぞれのレビューデータには商品ジャンルが付与さ
れており，これらの商品ジャンルは階層構造となって
いる (図 1)．カテゴリ階層の特徴として，カテゴリご

図 1: 商品カテゴリ階層例
とに下位の階層数が異なる点が挙げられる．カテゴリ
は階層構造のため，上位カテゴリの商品レビュー群は
下位カテゴリの商品レビュー群を包含する．
2.3.商品カテゴリの評価項目
本研究では，小林らの提案した評価情報 [4]を基に評
価項目を考える．小林らは，Web文書からの評価情報
を評価対象，評価属性，評価表現の 3つ組として意見
を自動的に抽出し，共起パタンの提案や日本語評価極
性辞書を作成している [4]．例えば「りんごの味が美味
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しい」という文の場合，評価対象は「りんご」，評価属
性は「味」，評価表現は「美味しい」と考える．これを
商品レビューに当てはめると，「りんご」という商品を
評価対象としてその「味」について「美味しい」とい
う評価表現で評価していると考えられ，評価属性に当
たる「味」が商品の評価項目となるものとみなすこと
ができる．本稿では，評価値と対応付けられる評価属
性を，評価項目候補として抽出することとする．各カ
テゴリについて商品レビュー群を入力として取り，取
得した評価項目候補を互いに比較することで，カテゴ
リ階層を考慮した評価項目の推定を試みる．
2.4.評価項目の抽出処理
評価項目の抽出は，評価値表現辞書1と係り受け解析
器 CaboCha2を用いて評価文を日本語係り受け解析を
行った．評価値表現辞書に登録されている評価表現を
含む文節と係り受け関係にある文節を係り受け解析に
よって抽出し，この文節に含まれる名詞を評価属性と
して抽出する．ここで，代名詞および非自立名詞は評
価属性にはなり得ないため除外する．
「使い心地」などの複合語は形態素解析処理の際に

「使い」「心地」のように分かれることがある．本稿で
は，名詞が複数連続する場合はこれを複合語と考え 1
語にまとめる．
3.階層ごとの評価項目候補の比較
3.1.大カテゴリと中カテゴリの比較
大カテゴリ「スキンケア」とその下位カテゴリであ
る中カテゴリ「クレンジング」「洗顔料」「化粧水・ロー
ション」の計 4カテゴリ (図 1)について，レビュー数
とそれぞれの抽出された評価属性の総数および異なり
数を表 1に示す．「スキンケア」カテゴリはこの 3カ
表 1: 「スキンケア」関連カテゴリの評価属性数

評価属性
カテゴリ レビュー数 総数 異なり数

スキンケア 149,669 283,217 12,031
クレンジング 14,982 31,731 4,225
洗顔料 16,545 28,975 4,474
化粧水・ローション 24,087 45,155 6,082

テゴリの他にも下位カテゴリを持つため，レビュー数
などはこの 3カテゴリの合計よりも大きな値となる．
表 1の各カテゴリについて評価属性の出現割合を求
めた結果を表 2に示す．表 2の数値はそれぞれの評価
属性の各カテゴリでの出現頻度を各カテゴリの評価属
性総数で割った値で，この値が 0.001以上の評価属性

1評 価 値 表 現 辞 書 ，http://www.syncha.org/evaluative_
expressions.html．

2CaboCha，https://taku910.github.io/cabocha/．
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表 2: 「スキンケア」評価属性 (左:割合降順，右:差降順)

を値の高いものから順に並べたものが表 2の左の表で
ある．
出現割合の高い評価属性 (表 2(左))を見ると，「肌」や

「香り」など 4カテゴリすべてで高い出現割合を示す評
価属性と，「メイク」や「泡」など特定のカテゴリでの
出現割合の特に高い評価属性とがあることがわかる．
表 2(右)は同じデータを出現割合の差の大きい順に
並べ変えたものである．表 2(右)を見ると，下位 3カテ
ゴリがそれぞれ出現割合の特に高い評価属性を持つの
に対して，上位カテゴリ「スキンケア」は下位カテゴ
リに比べて特に出現割合の高い評価属性は見られない．
これらのことから，上位カテゴリでは出現割合の高
い評価属性 (表 2(左))，下位カテゴリでは同階層カテゴ
リとの出現割合の差の大きい評価属性 (表 2(右))が評
価項目候補として適切と考えられる．
3.2.中カテゴリと小カテゴリの比較
中カテゴリ「クレンジング」とその下位カテゴリで
ある小カテゴリ「クレンジングオイル」「クレンジング
クリーム」「クレンジングジェル」計 4カテゴリ (図 1)
についてレビュー数，評価属性の総数，異なり数を表
3に，各カテゴリの評価属性の出現割合を求めた結果
表 3: 「クレンジング」関連カテゴリの評価属性数

評価属性
カテゴリ レビュー数 総数 異なり数

クレンジング 14,982 31,731 4,255
クレンジングオイル 3,452 6,814 1,473
クレンジングクリーム 1,216 2,494 781
クレンジングジェル 5,724 12,689 2,202

を表 4に示す．表 4でも，「クレンジング」カテゴリは
この 3カテゴリの他にも下位カテゴリを持つため，レ
ビュー数などはこの 3カテゴリの合計よりも大きな値
となる．表 4(左)では「肌」や「メイク」「香り」など
4カテゴリすべてで高い出現割合を示す評価属性があ
り，「クレンジング」の上位カテゴリ (表 2)に比べて全
体に出現割合が高い傾向が見られる．
表 4(右)では，上位カテゴリが「スキンケア」のと
きに比べ，上位カテゴリである「クレンジング」カテ
ゴリで出現割合の高い評価属性が多く見られる．逆に
「オイル」や「ジェル」のような，それぞれの下位カテ
ゴリのみ出現割合の高い評価属性が，上位カテゴリが
「スキンケア」の時に比べ少ない．

表 4:「クレンジング」評価属性 (左:割合降順，右:差降順)

これらのことから，下位層のカテゴリほど上位カテ
ゴリと下位カテゴリの双方で出現割合が高い評価属性
が上位層カテゴリの時に比べて多いため，これらは上
位カテゴリの評価項目候補となり得ることが期待でき
る．これは，カテゴリ階層が低いほど，カテゴリが細
かく分類されているため，同階層のカテゴリ間の評価
属性の関係性が近くなり，逆にカテゴリ階層が高いほ
ど，カテゴリが広い範囲で分類されているため，同階
層のカテゴリ間の評価属性の関係性が遠くなっている
のだと考えられる．
4.まとめ
商品レビューから評価項目を抽出するために，商品
カテゴリとそのカテゴリ階層に着目し，カテゴリの粒
度によって変化する評価属性の比較を行った．分析の
結果，下位層のカテゴリほど上下カテゴリで抽出され
る評価属性が類似し，上位層のカテゴリほど相違する
ことが示された．
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